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1 980年になり､ M.A.ピンスキーにより正三角形の固有値と固有関数が決定された｡同年､ P･ベラ
-ルにより,結晶鎖域の-般化であるアファイン･ワイル群の基本額域(小部屋という)の固有値と固有
関数が原理的に決定された｡しかしながら,ベラ-ルの表示は明示的でなく､計算機に搭載して計算を実
行することもできないという､欠陥を持っていた｡本論文は,このような状況にある小部屋上のラプラシ
アンの境界値固有値問題の固有値と固有関数の明示公式を得て完全に決定したもので､全編9章よりなる｡
第1章は序論であり､本研究の目的と背景について述べている｡
第2孝は準備であり､本研究に必要となる数学的必要事項について述べている｡
第3章は､ hLA.ピンスキ-の､正三角形額域のラプラシアンの境界値固有値問題の固有値と固有間数を
決定した仕事について､その結果を整理して､証明の詳細について述べている｡
第4章は､ P.ベラ-ルの､アファイン･ワイル群の基本僚域(小部屋)上のラプラシアンの境界値固有
値問題の結果を整理して､その証明の詳細を述べている｡
策5章から第8章までが本論文の成果である｡第5尊では,アファイン･ワイル群の基本領域(小部屋)
について､完全に明示的に決定した｡これは､新しい興味ある結果である｡
第6章は小部屋上のラプラシアンの固有値の明示公式を完全に求め､ディリクレ境界値固有関数につい
て行列式を用いた明示公式を得たoまた､ノイマン境界値固有関数についてもパーマネント(行列式の定
義における符号を+ 1に変更したもの)を用いる明示公式を得たBこれは興味深い義重な成果である｡
第7章は､小部屋上の熱核について､ポアソンの和公式という明示公式を得て､それから熱核の漸近公
式を得た｡有界簡域の熱核について､ポアソンの明示公式が知られているものは今までになく新しい知見
であり､極めて高く評価される成果である｡
第8章は､第5章と第7章で得られた結晶領域である小部屋上の固有値と固有関数の明示公式を､数式
処理ソフトMapleを用いて整理し､画像表示した興味ある仕事である｡
第9章は結論である｡
以上要するに､本論文は､従来.ラプラシアンの境界値固有億問題について､領域､固有値,固有関数
の明示公式を求め､熱核についてポアソンの和公式という新たな知見を得て､コンピュータの数式処理に
搭載して固有関数の可視化を行っている｡この成果は､システム情報科学ならびに微分幾何学の発展に寄
与するところが少なくない｡
よって､本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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